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［背景］ 

 広島県のかき養殖むき身生産量は 1987 年代の 32,000 トンをピークに以後減少し、ここ

10 年は 20,000 トンで推移しています。この減少の原因は赤潮などがあげられますが、背

景には海底に有機物が多量に溜まったことによる、いわゆる「漁場の悪化」があると指摘

されています。平成 19～21 年に、広島県は広島大学と共同し、「江田島湾におけるかき養

殖適正化技術開発」という研究を実施しました。この中で、①異なる 3種類の養殖方法の

有機物負荷特性、②底生生態系も含めた養殖海域の物質循環、③筏の配置と海水流動、を

明らかにしてきました。本発表では、ここで得られた研究成果から、かき養殖を中心とし

た物質循環を紹介するとともに、環境に配慮した養殖への取り組みについて紹介します。 

［江田島湾かき養殖場の物質循環］ 

 江田島湾は、閉鎖性が強く常に平穏な海域であるため、様々な筏上作業や、台風時の避

難のため、夏季には江田島湾外（広島湾）から多くのカキ筏が持ち込まれ、高密度で養殖

されます。このようなことから、高密度のかき養殖にともなって排泄される糞など、多量

の有機物が分解される過程でおこる底層の貧酸素化が常態化して問題となっています。そ

こで、江田島湾を対象にリン循環を表す生態系モデルを構築し、底生生態系を含む江田島

湾の物質循環に対するかき養殖の寄与について解析しました。 

 その結果、年間で一次生産の 70％にあたる植物プランクトンがカキによって摂食されて

おり（図 1）、7月にはこれが 92％に及ぶことが明らかとなりました。また、海底へ負荷さ

れるリン全体の 74％がかき筏から排出されており、同湾の物質循環と海底への有機物負荷

に対する養殖かきの寄与の大きさが明らかとなりました。さらに、動物プランクトンを経

由して海底に負荷されるリン量は大きく見積もっても動物プランクトンの摂餌量の 23％

であるのに対し、カキを経由した海底への負荷はカキの摂餌量の 26％であったことから、

かき養殖は水中の有機物を効率的に海底へ運搬していることがわかりました（図 1）。 

植物プランクトン

動物プランクトン

カキ

海底

粒状態リン

74.7 

14.8 

52.0 

8.9 

3.4 

13.6 

 
図 1．江田島湾における年間平均のリン循環の一部抜粋（単位は kg P/d） 
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［海底への有機物負荷特性の養殖方法別比較］ 

 広島県で主流の垂下式養殖は、カキの産卵期である 7～8月に付着器（コレクター）を海

に垂下し、幼生を付着させる「採苗」、その後、潮間帯に移動させ、弱い稚貝の淘汰や強い

種苗の確保を目的として一日に数時間干出させる「抑制」、そして、養殖海域に移動させて

成長させる「本垂下」という 3つの工程で実施されています。近年では、この抑制期間や

本垂下期間が多様化し、主に「イキス」、「ヨクセイ」、「ノコシ」の 3 つの養殖方法が採用

されており（図 2）、特に養殖期間が長いノコシが 1980 年代以降増加してきています。 

 江田島湾におけるそれぞれの養殖方法別の負荷量や収穫量を見積もり、負荷量／生産量

比を比較したところ、ノコシでは筏あたりの収穫量が最も多いものの、負荷量／生産量比

も最も大きく、海底の有機物汚濁を引き起こしやすい養殖方法であることが明らかとなり

ました（表 1）。 

 
図 2．養殖実施形態別の養殖工程 

表 1．養殖実施形態別の負荷量、収穫量、負荷量／生産量比 

ヨクセイ イキス ノコシ

筏あたり総負荷量(kgP/raft) 4.1 5.2 8.7

筏あたりの収穫量(tWW/raft) 2.2 1.9 2.9

負荷量／生産量比(kgP/tWW) 1.91 2.71 2.94  
［環境に配慮したかき養殖方法の提言］ 

 上述したとおり、かき養殖は水中の有機物を効率的に海底へ運搬するため、水中から海

底へと栄養物質を局在化させる要因となっています。さらに、養殖場は海域の一部に存在

するため広島湾全体の有機物を養殖場海底へ集中させます。先に紹介した生態系モデルの

感度解析結果から、江田島湾では筏台数を現行の 1,800 台から規則台数である 800 台程度

まで減少させることで貧酸素を縮小できると推定されました。つまり、夏季に過度に集中

するかき養殖を分散させることで江田島湾の海底環境を回復・維持できると考えられます

（空間的分散）。また、養殖形態を変化させることで、生産量当たりの海底への負荷量を軽

減できることが明らかとなったので、積極的にノコシ養殖からヨクセイあるいはイキス養

殖への移行が望まれます（低負荷型養殖生産）。 

［今後の課題］ 

 現在、かき養殖業者から「餌が少ない」との声はよく耳にします。実際に広島湾では冬

季の透明度が上昇傾向にあります。しかし、夏季においては透明度に変化がなく、むしろ

植物プランクトン量を示すクロロフィル a量は増加傾向にあります。今後、ここで紹介し

た環境に配慮したかき養殖を実践していくよう、漁業者への啓蒙と啓発が必要と考えます。 
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